
 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  中 1年   国 語  国 語  ５  

教科書  補助教材  

『 新 し い 国 語  １ 』 『 中 学 書 写  １ 』  

『 中 学 必 修 テ キ ス ト  １ 年 』 文 理  

 『 よ く わ か る 中 学 国 文 法 』 吉 野 教 育 図 書  

 『 改 訂 版  級 別  常 用 漢 字 マ ス タ ー 』 文 理  

『 ベ ネ ッ セ 第 ２ 回 学 力 推 移 調 査 過 去 問 題 集 』 コ ウ ヨ ウ 社 な ど  

 

年間指導目標  

 

国 語 力 の 向 上  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

 

「 風 の 五 線 譜 」 高 階杞 一  

『 オ オ カ ミ を 見 る 目』 高 槻成 紀  

文 法 ： 文 法 と は 、 言葉 の 単位 、 文 の 成 分  

書 写 ： 書 写 の 学 習 、楷 書  

詩 の 形 式 の 理 解 ・ 読解  

説 明 文 の 読 解  

文 法 ： 文 、 文 節 、 単語  主語 ・ 述 語  

書 写 ： 鉛 筆 の 持 ち 方や 姿 勢、 基 本 点 画 、 楷 書 の

基 本 点 画 、 筆 使 い 、筆 順 の習 得  

詩 の 形 式 を 理 解 す る。  

詩 の 読 解 を 習 得 す る。  

接 続 詞 や 指 示 語 に 注意 し て、 説 明 文 の 読 解 を 習

得 す る 。  

文 法 ： 文 法 事 項 を 習得 す る  

書 写 ： 書 写 の 基 本 を習 得 する 。  

 
 

後半  
 
 

『 さ ん ち き 』 吉 橋 道夫  

文 法 ： 文 の 成 分  

書 写 ： 楷 書 、 楷 書 と仮 名  

小 説 の 読 解  

文 法 ： 修 飾 語 ・ 接 続後 ・ 独立 語 、 並 立 の 関 係 ・

補 助 の 関 係  

書 写 ： 楷 書 の 点 画 の変 化 、点 画 ・ 部 分 ・ 全 体 の

分 類 、 平 仮 名 の 筆 づか い  

接 続 詞 や 指 示 語 に 注意 し て、 説 明 文 の 読 解 を 習

得 す る  

小 説 の 読 解 を 習 得 する 。  

文 法 ： 文 法 事 項 を 習得 す る。  

書 写 ： 楷 書 ・ 平 仮 名の 筆 づか い を 習 得 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

『 ス ズ メ バ チ は 本 当に 減 って い る か 』 三 上 修  

『 古 典 の 世 界 』  

『 伊 曽 保 物 語 』  

文 法 ： 自 立 語 と 付 属語 ・ 品詞 分 類 表  

書 写 ： 楷 書 と 平 仮 名の 調 和、 行 書  

説 明 文 の 読 解  

典 の 読 解 ・ 古 文 の 特徴 ・ 歴史 的 仮 名 遣 い  

文 法 ： 品 詞  

書 写 ： 楷 書 と 仮 名 の調 和 、楷 書 と 行 書 の 違 い  

説 明 文 の 読 解 を 習 得す る 。  

文 法 ： 文 法 事 項 を 習得 す る。  

書 写 ： 楷 書 と 仮 名 の調 和 をは か る 。 行 書 の 特 徴

を つ か む 。  

 
 

後半  
 
 

『 竹 取 物 語 』  

『 ニ ュ ー ス の 見 方 を考 え よう 』 池 上 彰   

文 法 ： 用 言 の 活 用 の種 類 と活 用 形  

書 写 ： 行 書  

古 典 の 読 解 ・ 歴 史 的仮 名 遣い  

説 明 文 の 読 解  

文 法 ： 用 言  

書 写 ： 行 書 の 点 画 の変 化 と筆 脈 、 点 画 の 連 続 、

省 略 な ど 、 行 書 の 特徴  

古 典 の 読 解 を 習 得 する 。  

説 明 文 の 読 解 を 習 得す る 。  

文 法 ： 文 法 事 項 を 習得 す る。  

書 写 ： 行 書 の 特 徴 を習 得 する 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

『 矛 盾 』 韓 非 子   

『 少 年 の 日 の 思 い 出』 へ ルマ ン ・ ヘ ッ セ  

文 法 ： 名 詞 ・ 代 名 詞  

書 写 ： 行 書  

漢 文 の ル ー ル  

小 説 の 読 解  

説 明 文 の 読 解  

文 法 ： 名 詞 ・ 代 名 詞  

書 写 ： 行 書 の 点 画 の変 化 と筆 脈 、 点 画 の 連 続 、

省 略 な ど 、 行 書 の 特徴  

古 典 の 読 解 を 習 得 する 。  

小 説 の 読 解 を 習 得 する 。  

文 法 ： 文 法 事 項 を 習得 す る。  

書 写 ： こ れ ま で の 学習 を 生か し て 、 作 品 作 り を

す る 。  

 

 
 

評価方法  
 
 

１ ・ ２ 学 期 は 、 定 期 試 験 の 「 国 語 」 の 得 点 ×0 . 8＋ 書 写 2 0点 分 、  

３ 学 期 は 、 定 期 試 験 の 「 国 語 」 の 得 点 ×0 . 9＋ 書 写 10点 分  

を 基 本 と し て 、 本 校 評 価 法 に 基 づ い て 評 価 し ま す 。  

 
 

学習方法  
 
 

本 文 を よ く 読 み 、 意 味 が 分 か ら な い 語 句 や 難 解 な 表 現 は 事 前 に 調 べ た り 考 え た り し て ノ ー ト に 書 き 留

め 、 授 業 に 集 中 し て そ れ ら が 正 し か っ た の か 確 認 す る こ と 。 ま た 、 漢 字 の 小 テ ス ト で 確 実 に 得 点 し て

、 漢 字 検 定 の 合 格 に つ な げ ま し ょ う 。 そ の 積 み 重 ね の 上 に 語 彙 力 、 読 解 力 の 向 上 が 見 え て き ま す 。 古

文 漢 文 の 知 識 も 少 し ず つ 修 得 し て い き ま し ょ う 。    

 
 

注意事項  
 
 

予 習 復 習 （ 家 庭 学 習 ） の 習 慣 づ け 、 授 業 を し っ か り 受 け る こ と が 大 切 で す 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

『 中 学 必 修 テ キ ス ト  １ 年 』 の 該 当 単 元  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  中 ２ 年   国 語  国 語  ５  

教科書  補助教材  

『新編  新しい国語  ２』 (東京書籍 )               

『中学書写』（教育出版）  

『 Ke yワ ー ク  ２ 年 』 教 育 開 発 出 版 『 よ く わ か る 中 学 国 文 法 』 吉 野 教 育 図 書   

 『 あ か ね こ 読 解 ス キ ル 』 光 村 教 育 図 書 『 級 別 漢 字 マ ス タ ー 』 研 数 書 院  

『 必 携  国 語 常 識 ベ ー シ ッ ク  漢 字 ・ こ と ば ・ 敬 語 ・ 文 学 史 』 (数 研 出 版 )  

『 漢 検 実 力 完 成 ド リ ル 』 日 本 漢 字 能 力 検 定 協 会  

 

年間指導目標  

国 語 力 の 向 上  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

○ 教 科 書  

「 未 来 へ 」 「 メ ッ セ ー ジ を ど う

聞 く か 」 「 字 の な い 葉 書 」  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 連 体 詞  

書 写  漢 検 対 策  

   

○ 教 科 書  

・ 詩 の 形 式 や 修 辞 お よ び 鑑 賞  

 ・ 筆 者 の 考 え を 捉 え る  

 ・ 随 筆 の 読 解  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 連 体 詞 の 働 き と 種 類  

○ あ か ね こ 入 門 編 １ ～ ３ ２  

書 写  漢 字 力 ・ 語 彙 力 の 向 上  

書 く 姿 勢 と 用 具 の 使 い 方  

・ 詩 の 形 式 ･修 辞 を 理 解 し 、 心 情 を

捉 え る 。  

・ 中 心 語 に 注 意 し 、 筆 者 の 主 張 を

捉 え る 。  

・ 語 句 の 意 味 を 理 解 し 、 語 彙 を 増

や す 。  

・ 文 字 を 美 し く 書 く 姿 勢 を 身 に つ

け る 。  

 
 

後半  
 
 

○ 教 科 書  

「 卒 業 ホ ー ム ラ ン 」 「 平 家 物

語 」  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 副 詞  

書 写  漢 検 対 策   

○ 教 科 書  

・ 小 説 と 古 典 の 読 解  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 副 詞 の 働 き と 種 類  

○ あ か ね こ 基 礎 編 １ ～ １ ５  

書 写  漢 字 力 ・ 語 彙 力 の 向 上  

書 く 姿 勢 と 用 具 の 使 い 方  

・ 中 心 語 に 注 意 し 、 筆 者 の 主 張 を

捉 え る 。  

・ 登 場 人 物 の も の の 見 方 や 考 え 方

に つ い て 、 自 分 の 考 え を 持 つ 。  

・ 古 典 に 親 し む 。  

・ 語 句 の 意 味 を 理 解 し 、 語 彙 を 増

や す 。  

・ 文 字 を 美 し く 書 く 姿 勢 を 身 に つ

け る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

○ 教 科 書  

「 鰹 節  世 界 に 誇 る 伝 統 食 」  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 接 続 詞  

書 写  漢 検 対 策 ・ 行 書 「 創 造 」  

「 初 志 を 貫 く 」  

○ 教 科 書  

 ・ 評 論 と 古 典 の 読 解  

  ・ 漢 字 力 ・ 語 彙 力 の 向 上  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 接 続 詞 の 働 き と 種 類  

○ あ か ね こ 基 礎 編 １ ６ ～ ２ ９  

書 写  漢 字 力 ・ 語 彙 力 の 向 上  

点 画 の 連 続 と 省 略 を 理 解

し て 書 く  

・ 文 章 の 展 開 や 主 張 を 捉 え る 。  

・ 古 典 に 親 し む 。  

・ 文 章 の 展 開 や 主 張 を 捉 え る 。  

・ 語 句 の 意 味 を 理 解 し 、 語 彙 を 増

や す 。  

・ 文 字 を 美 し く 書 く 姿 勢 を 身 に つ

け る  

・ 伝 統 文 化 を 重 視 す る 心 を 養 う 。  

 
 

後半  
 
 

○ 教 科 書  

「 哲 学 的 思 考 の す す め 」   

「 枕 草 子 」 「 徒 然 草 」  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 感 動 詞 、 名 詞  

書 写  行 書 の 学 習 「 約 束 」  

「 銀 河 」  

○ 教 科 書  

 ・ 評 論 と 古 典 の 読 解  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ 感 動 詞 、 名 詞 の 働 き と 種 類  

○ あ か ね こ 実 践 編 １ ～ １ ５  

○ 日 本 文 学 史 (三 大 和 歌 集 )  

書 写  点 画 の 連 続 と 省 略 を 理 解

し て 書 く  

・ 文 章 の 展 開 や 主 張 を 捉 え る 。  

・ 古 典 に 親 し む 。  

・ 語 句 の 意 味 を 理 解 し 、 語 彙 を 増

や す 。  

・ 文 字 を 美 し く 書 く 姿 勢 を 身 に つ

け る 。  

・ 伝 統 文 化 を 重 視 す る 心 を 養 う 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○ 教 科 書  

 「 走 れ メ ロ ス 」 「 漢 詩 」  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ ２ 年 生 の 復 習  

書 写  行 書 の 学 習 「 世 界 大 会 」  

「 旅 立 ち の 朝 」  

○ 教 科 書  

 ・ 小 説 と 漢 詩 の 読 解 鑑 賞  

○ 文 法 の 学 習  

 ・ ２ 年 生 の 復 習  

○ あ か ね こ 実 践 編 １ ６ ～ ２ ９  

○ 日 本 文 学 史 (三 大 随 筆 )  

書 写  点 画 の 連 続 と 省 略 を 理 解

し て 書 く  

・ 人 物 の 気 持 ち の 変 化 を 読 み 取 る  

・ 漢 詩 の 基 礎 的 な 知 識 を 学 ぶ  

・ 語 句 の 意 味 を 理 解 し 、 語 彙 を 増

や す 。  

・ 文 字 を 美 し く 書 く 姿 勢 を 身 に つ

け る 。  

・ 伝 統 文 化 を 大 切 に す る 心 を 養 う  

 

 
 

評価方法  
 
 

１ ・ ２ 学 期 は 、 定 期 試 験 の 「 国 語 」 の 得 点 ×0 . 8＋ 書 写 2 0点 分 、  

３ 学 期 は 、 定 期 試 験 の 「 国 語 」 の 得 点 ×0 . 9＋ 書 写 10点 分  

を 基 本 と し て 、 本 校 評 価 法 に 基 づ い て 評 価 し ま す 。 "   

 
 

学習方法  
 
 

「 予 習 → 授 業 → 復 習 」 を 徹 底 し ま し ょ う 。 予 習 時 に 本 文 を よ く 読 み 、 意 味 不 明 語 句 や 難 解 表 現 に つ い

て 調 べ た り 、 考 え た り し た こ と を ノ ー ト に 書 き 留 め て お き ま し ょ う 。 授 業 時 に 予 習 内 容 の 確 認 を は じ

め 、 先 生 の 話 に 集 中 す る こ と が 大 事 で す 。 授 業 時 の 疑 問 点 は 、 す ぐ に 解 決 し ま し ょ う 。 国 語 力 の 向 上

は 、 こ う し た 積 み 重 ね の 上 に あ り ま す 。 古 文 ・ 漢 文 の 学 習 で は 反 復 し て 定 着 さ せ ま す 。    

 
注意事項  

 

予 習 ・ 復 習 （ 家 庭 学 習 ） の 習 慣 づ け と 、 授 業 を し っ か り 受 け る こ と が 大 切 で す 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

『 Ke yワ ー ク  ２ 年 』 の 該 当 単 元  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  中 学 ３ 年   国 語  国 語  ４  

教科書  補助教材  

『 新 編  新 し い 国 語 ３ 』 （ 東 京 書 籍 ）  

『 級 別 常 用 漢 字 マ ス タ ー 』 （ 文 理 ）  

『 よ く わ か る 中 学 国 文 法 』 （ 吉 野 教 育 図 書 ）  

『 中 学 必 修 テ キ ス ト ３ 年 』 （ 文 理 ）  

『 あ か ね こ 読 解 ス キ ル ３ 』 （ 光 村 教 育 図 書 ）  

 

年間指導目標  

中 学 国 語 の 基 礎 的 な 知 識 を 修 得 す る だ け で な く 高 等 学 校 の 学 習 で 役 立 つ 勉 強 へ の 姿 勢 を 身 に つ け る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

「 生 命 は 」  

「 二 つ の ア ザ ミ 」  

「 俳 句 の 読 み 方 、 味 わ い 方 」  

「 俳 句 五 句 」  

〇 漢 字 検 定 対 策  

〇 文 法 の 学 習  助 動 詞  

・ 韻 文 と は 何 か  

・ 詩 の 鑑 賞  

・ 俳 句 の 鑑 賞  

・ 説 明 文 の 読 解  

 

・ 詩 、 俳 句 の 読 解 の 仕 方 を 学 ぶ 。  

・ 詩 、 俳 句 の 鑑 賞 の 仕 方 を 学 ぶ 。  

・ 説 明 文 の 読 解 の 仕 方 を 学 ぶ 。  

・ 漢 字 と 文 法 の 知 識 を つ け る 。  

 

 
 

後半  
 
 

「 形 」  

「 百 科 事 典 少 女 」  

「 絶 滅 の 意 味 」  

〇 漢 字 検 定 対 策  

〇 文 法 の 学 習  助 詞  

・ 小 説 （ 時 代 も の ） の 読 解  

・ 小 説 （ 現 代 も の ） の 読 解  

・ 論 説 文 の 読 解  

 

・ 小 説 と 論 説 文 の 読 解 の 違 い を 理

解 す る 。  

・ 小 説 の 読 解 の 仕 方 を 学 ぶ 。  

・ 論 説 文 の 読 解 の 仕 方 を 学 ぶ 。  

・ 漢 字 と 文 法 の 知 識 を つ け る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

「 黄 金 の 扇 風 機 」  

「 サ ハ ラ 砂 漠 の 茶 会 」  

「 万 葉 ・ 古 今 ・ 新 古 今 」  

〇 文 法 の 学 習  文 語 文 法  

・ 随 想 の 読 解  

・ 古 文 に 親 し む  

・ 和 歌 の 鑑 賞  

 

・ 随 想 の 特 徴 を 学 ぶ 。  

・ 随 想 の 読 解 の 仕 方 を 学 ぶ 。  

・ 和 歌 の 世 界 に 親 し む 。  

・ 古 人 の 感 性 の 理 解 を 深 め る 。  

・ 漢 字 と 文 法 の 知 識 を つ け る 。  

 
 

後半  
 
 

「 お く の ほ そ 道 」  

「 論 語 」  

「 故 郷 」  

〇 漢 字 検 定 対 策  

〇 文 法 の 学 習  総 復 習  

・ 古 文 の 読 解 と 鑑 賞  

・ 漢 文 （ 訓 読 文 ） の 読 み 方  

・ 漢 籍 の 鑑 賞  

・ 小 説 の 読 解  

 

・ 日 本 お よ び 中 国 の 古 典 の 世 界 に

親 し む 。  

・ 小 説 の 世 界 を 楽 し む 。  

・ 漢 字 と 文 法 の 知 識 を つ け る 。  

 
 
 

３学期  
 

 
 
 
 
 

「 何 の た め に 『 働 く 』 の か 」  

「 い つ も の よ う に 新 聞 が 届 い た 」  

「 レ モ ン 哀 歌 」  

「 生 ま し め ん か な 」  

〇 漢 字 検 定 対 策  

〇 文 法 の 学 習  総 復 習  

・ 論 理 的 文 章 の 読 解 （ 総 ま と め ）  

・ 文 学 的 文 章 の 読 解 （ 総 ま と め ）  

 

・ 一 年 間 の 総 ま と め と し て 、 論 理

的 文 章 、 文 学 的 文 章 （ 散 文 、 韻 文

） の 読 解 の 仕 方 を 復 習 す る 。  

・ 漢 字 と 文 法 の 知 識 を つ け る 。  

 

 
 

評価方法  
 
 

１ 学 期 と ２ 学 期 は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 次 試 験 と 第 ２ 次 試 験 の 平 均 に 平 常 点 を 加 味 し て 評 価 し ま す 。 ３ 学 期

は 、 学 年 末 試 験 の 成 績 に 平 常 点 を 加 味 し て 評 価 し ま す 。  

 
 

学習方法  
 
 

中 学 ２ 年 生 ま で に 身 に つ け た 授 業 を 中 心 と し た 予 習 、 復 習 の サ イ ク ル を そ の ま ま 続 け て く だ さ い 。 そ

の 上 に 立 っ て 中 学 ３ 年 で は 高 等 学 校 に 進 学 す る 前 段 階 と し て 学 習 に 対 す る 自 主 的 な 取 り 組 み を 確 立 す

る こ と が 大 切 で す 。 課 題 に 取 り 組 む だ け で な く 自 ら 目 標 を 定 め 進 ん で 努 力 す る 姿 勢 が 大 切 で す 。 授 業

で 学 ん だ 学 習 内 容 を 自 ら 深 め よ う と す る よ う な 意 欲 を 大 切 に し て く だ さ い 。 受 け 身 の 学 習 か ら 積 極 的

な 学 び の 姿 勢 へ の 転 換 を 意 識 す る こ と に 留 意 し て ほ し い と 思 い ま す 。  

 
 

注意事項  
 
 

上 記 の 学 習 方 法 を 基 本 に 自 分 に 合 っ た 学 習 方 法 を 各 自 で 確 立 す る よ う に 心 が け て く だ さ い 。  

 

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

『 中 学 必 修 テ キ ス ト ３ 年 』 の 該 当 単 元 の ペ ー ジ に な り ま す 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  
２ ０ １ ９ 年 度  高 校 １ 年   国 語  国 語 総 合  ５  

教科書  補助教材  

『 国 語 総 合  現 代 文 編 』 東 京 書 籍  

『 国 語 総 合  古 典 編 』 東 京 書 籍  

『 ル ー ト 現 代 文 の 読 み 方  １ １ の チ ェ ッ ク 』 啓 隆 社  

『 新 精 選 古 典 文 法  改 訂 版 』 『 新 精 選 古 典 文 法  準 拠 ノ ー ト 』 東 京 書 籍  

『 わ か る ・ 読 め る ・ 解 け る  古 文 単 語 ３ ３ ０ 』 い い ず な 書 店  

『 よ む ナ ビ  漢 文 ①  基 礎 編 』 い い ず な 書 店  

 

年間指導目標  

 

現 代 文 、 古 文 、 漢 文 の 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、 読 解 力 の 向 上 を 目 指 す 。  

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 現代文『水の東西』  

◇ 現 代 文「 ル ー ト 現 代 文 の 読 み 方 」 

◆ 古  文「検非違使忠明」   

◆ 古  文「絵仏師良秀」  

○ 漢  文『 よ む ナ ビ  漢 文 ① 』  

入門①～⑥  

◇ 評 論 読 解 の 基 本  

◇ 問題演習  

◆ 文学史・歴史的仮名遣い  

動詞の活用（種類・活用形）  

○ 漢文の基礎（返り点・書き下し文）  

◇ 評 論 読 解 の 基 本 を 習 得 す る  

漢 字 ･語 句 の 理 解 ｡  

◆ 古 文 学 習 の 入 門 と し て の 基 礎

知 識 の 習 得（ 単 語 ・ 分 節 ・ 用 言

の 活 用  

説 話 文 学 の 流 れ を 理 解 す る 。  

○ 漢 文 学 習 の 入 門 と し て ､ 訓 点 に

従 い ､正 し く 読 め る よ う に す る ｡  

書 き 下 し 文 を 習 得 す る 。  

 
 

後半  
 
 

◇ 現代文『羅生門』  

◇ 現 代 文「 ル ー ト 現 代 文 の 読 み 方 」 

◆ 古  文『徒然草』  

「つれづれなるままに」  

「ある人弓射ること習ふに」  

○ 漢  文『 よ む ナ ビ  漢 文 ① 』  

再読文字①・②  否定形①  

◇ 小説読解の基本  

◇ 問題演習  

◆ 文学史（徒然草・三代随筆）  

用言の活用（種類・活用形）  

○ 再読文字・否定形の句法と読解  

◇ 小 説 読 解 の 基 本 を 習 得 す る 。  

小 説 を 読 む 楽 し さ を 実 感 さ せ る  

◆ 用 言 の 活 用 を 徹 底 さ せ る ｡  

口 語 訳 を 通 じ て ､も の の 見 方 を

知 る ｡  

随 筆 文 学 の 流 れ を 理 解 す る 。  

○ 漢 文 特 有 の 表 現 の 習 得 ｡書 き 下

し 文 や 口 語 訳 の 練 習 を す る ｡  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 現代文「小景異情」（詩）  

◇ 現代文「〈顔〉という現象」  

◇ 現 代 文  ル ー ト 現 代 文 の 読 み 方  

◆ 古  文『伊勢物語』  

「芥川」「東下り」  

○ 漢  文『 よ む ナ ビ  漢 文 ① 』  

疑問・反語①～③  

◇ 詩の読み方・技法  

◇ 評 論 読 解 の 習 得  

◇ 問題演習  

◆ 文学史・和歌の修辞法・用言の活用

（復習①）  

・助動詞の接続・意味･･･ず・む・じ・き

・けり・つ・ぬ・たり・なり・り  

○ 疑問・反語の句法と読解  

◇ 筆 者 の 主 張 を 理 解 し ､自 分 の 考

え を ま と め る ｡  

近 代 詩 に 親 し み 、詩 の 文 学 史 も

理 解 す る 。  

◆ 基 本 的 な 助 動 詞 、重 要 単 語 を 覚

え 、 理 解 を 深 め る 。  

物 語 文 学 の 流 れ を 理 解 す る 。  

○ 疑 問 や 反 語 の 句 法 を 習 得 す る 。

漢 字 の 意 味 を 考 え 、口 語 訳 を す

る ｡  

 
 

後半  
 
 

◇ 現代文「十五の心」「 白 牡 丹 」  

◇ 現代文「言葉は『ものの名前』では

ない」  

◇ 現 代 文  ル ー ト 現 代 文 の 読 み 方  

◆ 古  文『土佐日記』  

「馬のはなむけ」「帰京」  

○ 漢  文『 よ む ナ ビ  漢 文 ① 』   

使役・受身  

◇ 短歌・俳句の読み方・技法  

◇ 評 論 読 解 の 習 得  

◇ 問題演習  

◆ 文学史  

・十二支・方位・時刻  

・助動詞の接続・意味･･･る・らる・す・

さす・しむ・まし・べし・まじ・なり  

（伝聞）・たり（断定）  

○ 使役・受身  

◇ 近 代 短 歌 俳 句 に 親 し み 、短 歌 俳

句 の 文 学 史 を 理 解 す る 。  

◆ 助 動 詞 の 接 続 に 着 目 さ せ ､口 語

訳 の た め の 文 法 理 解 を 深 め る ｡

日 記 文 学 の 流 れ を 理 解 す る 。  

○ 漢 字 の 意 味 を 考 え 口 語 訳 の 練

習 を す る 。使 役 ・ 受 身 の 句 法 を

習 得 す る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 現 代 文 「 映 像 文 化 の 変 貌 」  

◇ 現 代 文  ル ー ト 現 代 文 の 読 み 方  

◆ 古  文「万葉・古今・新古今」  

○ 漢  文『 よ む ナ ビ  漢 文 ① 』  

１学期、２学期の復習  

 

◇ 評 論 読 解 の 習 得  

◇ 問題演習  

◆ 三大集、八代集の文学史  

・助動詞の接続・意味･･･むず・らむ・け

む・らし・めり・まほし・たし・ごとし  

・用言の活用（復習②）  

・文学史のまとめ  

○ 読解演習  

◇ 難 解 な 用 語 等 含 め 、現 代 文 の 総

ま と め と し て 正 確 な 内 容 読 解

力 と 批 評 力 を 身 に つ け る 。  

◆ 和 歌 の 修 辞 技 法 習 得 と 、文 法 の

総 ま と め を す る 。  

三 大 集 と 八 代 集 の 流 れ を 理 解

す る 。  

○ 今 ま で 学 習 し た こ と を 復 習 し 、

書 き 下 し 文 ・ 口 語 訳 に 慣 れ る 。 

 

 
評価方法  

 

１ 学 期 、 ２ 学 期 は 第 １ 次 と 第 ２ 次 試 験 の 平 均 で 、 ３ 学 期 は 学 年 末 試 験 １ 回 で 、 そ れ ぞ れ 平 常 点 を 加 味

し て 評 価 し ま す 。    

 
 

学習方法  
 
 

一 語 一 語 の 意 味 を 正 確 に 押 さ え る こ と の 積 み 重 ね が 読 解 力 の 土 台 に な り ま す 。 辞 書 で 根 気 強 く 意 味 調

べ ま し ょ う 。 古 典 文 法 力 、 漢 文 の 句 法 は 、 高 校 １ 年 で し っ か り 身 に つ け な け れ ば な ら な い 基 礎 で す 。

授 業 だ け で な く 、 副 教 材 を 有 効 に 使 っ て し っ か り 学 習 し ま し ょ う 。  

 
注意事項  

 

国 語 の 読 解 力 は 、 簡 単 に は 身 に つ く も の で は あ り ま せ ん 。 小 説 だ け で な く 、 新 聞 や 評 論 な ど 、 い ろ い

ろ な ジ ャ ン ル の 文 章 を 意 識 し て 読 み 進 め ま し ょ う 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

そ の 時 に 学 習 し て い る 単 元 、 次 に 取 り 組 む 単 元 を ノ ー ト に 整 理 し 、 提 出 し て く だ さ い 。 長 期 の 場 合 は

Ｈ Ｐ で 連 絡 し ま す 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  高 校 ２ 年  日 大 進 学 ク ラ ス  国 語  現 代 文  ３  

教科書  補助教材  

東 京 書 籍 『 精 選  現 代 文 B』  『 ス タ デ ィ ー ア ー ク 現 代 文 ２ 』 （ 第 一 学 習 社 ）  

 

年間指導目標  

１ 年 次 の 学 習 内 容 に 基 づ き 、 よ り 難 解 な 評 論 や 小 説 を 読 み 解 く 力 を 身 に 付 け る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  評 論「 世 界 を つ く り 替 え る た め に

」  

評 論 「 ミ ロ の ヴ ィ ー ナ ス 」  

 

○ 詩 歌 の 表 現 上 の 特 色 を 理 解 し 、

言 葉 の 響 き を 味 わ う こ と で ､韻 文

と し て の 特 徴 を 理 解 す る 。  

◇ 評 論 文 や 随 筆 を 読 ん で ､筆 者 の

着 眼 点 や 論 理 展 開 を 正 確 に 把 握

す る ｡ま た 、文 中 に  提 起 さ れ て い

る 抽 象 度 の 高 い 問 題 に つ い て も

関 心 を 持 ち ､自 ら 考 え る こ と で 思

考 力 を 養 う ｡  

 
 

後半  
 
 

◆ 小 説 の 読 解  

 

 

 

 

 

◇ 評 論 の 読 解  

小 説 「 山 月 記 」  

 

 

 

 

 

評 論 「 相 手 依 存 の 自 己 規 定 」  

◆ 描 か れ た 場 所 ・ 状 況 ､作 中 人 物

の 心 理 等 小 説 を 的 確 に 読 み 取 り 、

読 む 楽 し さ を 実 感 さ せ る ｡小 説 の

読 解 に よ り ､描 か れ た 人 生 の 真 実

や 人 間 の 生 き 方 に つ い て 考 え る

姿 勢 を 持 つ 。  

◇ 筆 者 の 視 点 を 知 る こ と で 、物 事

の 多 角 的 な 見 方 を 養 い 、新 た な 思

考 力 を 養 う 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

 

○ 詩 歌 の 鑑 賞  

評 論 「 消 費 さ れ る ス ポ ー ツ 」  

 

 

詩 「 見 え な い 季 節 」  

詩 「 竹 」  

 

◇ 評 論 文 の 論 理 的 読 解 の 定 着 を

意 図 し 、論 理 の 的 確 な 把 握 に よ る

趣 旨 の 読 解 力 を 磨 く 。  

○ 詩 歌 の 表 現 上 の 特 色 を 理 解 し 、

言 葉 の 響 き を 味 わ う こ と で ､韻 文

と し て の 特 徴 を 理 解 す る 。詩 歌 の

表 現 内 容 の 理 解 か ら 主 題 の 読 解

へ ､更 に 鑑 賞 へ と 発 展 さ せ る 。  

 
 

後半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

 

◆ 小 説 の 読 解  

 

評 論 「 日 本 人 の 美 意 識 」  

 

 

小 説 「 蠅 」  

 

◇ 評 論 の 読 解 を 通 し て 筆 者 の 着

眼 点 や 論 理 展 開 を た ど り 、主 旨 を

的 確 に 把 握 す る 力 を 養 う 。  

◆ 近 代 文 学 の 代 表 的 作 品 を 読 み 、

そ の 優 れ た 表 現 を 味 わ い 、小 説 を

読 む 楽 し さ を 実 感 さ せ る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

評 論 「 「 で あ る 」 こ と と 「 す る 」

こ と 」  

◇ 難 解 な 用 語 等 を 含 め た １ 年 間

の 総 復 習 を 行 い 、正 確 な 論 理 展 開

の 把 握 と 趣 旨 を 読 解 す る 力 を 身

に 付 け る 。  

 

 

 
 

評価方法  
 
 

・ １ 学 期 、 ２ 学 期 は 第 １ 次 と 第 ２ 次 試 験 の 平 均 で 、 ３ 学 期 は 学 期 末 試 験 一 回 で 、 そ れ ぞ れ 平 常 点 を 加

味 し て 評 価 し ま す 。  

 
 

学習方法  
 
 

・ 評 論 に 関 し て は 複 雑 な 論 理 展 開 や 、 難 解 な 語 句 を 含 む 文 章 を 読 む こ と に 慣 れ 、 文 意 を 正 確 に 理 解 す

る こ と を 中 心 に 学 習 し て い き ま す 。 小 説 も 同 様 に 、 内 容 を 正 確 に 読 み 進 め な が ら 、 登 場 人 物 の 心 情 や

情 景 描 写 に 着 目 し て 読 む こ と で 、 主 題 の 把 握 を 目 指 し ま す 。 更 に は 読 み 味 わ う こ と も 大 事 に し て い き

ま す 。  

 
 

注意事項  
 
 

・ 思 考 は 言 葉 に よ っ て な さ れ ま す 。 従 っ て 、 語 彙 の 正 確 な 理 解 と 、 「 何 が 、 ど う で あ る 」 と い う 事 柄

の 確 実 な 把 握 は 非 常 に 重 要 で す 。 そ こ に 論 理 性 が 加 わ る こ と で 思 考 力 が 磨 か れ ま す 。 そ の 観 点 か ら 、

国 語 の 授 業 で は 、 授 業 の 対 象 と な っ て い る 事 柄 に 対 し 、 そ の 関 連 や 比 較 ・ 対 応 な ど の 関 係 を 理 解 す る

よ う 常 に 頭 を 働 か せ る 、 積 極 的 な 授 業 参 加 を 大 事 に し て く だ さ い 。 な お ､授 業 作 品 は 繰 り 返 し 読 む こ と

が 必 要 で す 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

・ 短 期 の 場 合 は 、 そ の 時 に 学 習 し て い る 単 元 、 次 に 取 り 組 む 単 元 の 予 習 復 習 を ノ ー ト に し て 提 出 し ま

し ょ う 。 長 期 の 場 合 は Ｈ Ｐ で 連 絡 し ま す 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  高 校 ２ 年  難 関 大 進 学 ク ラ ス  国 語  現 代 文  ３  

教科書  補助教材  

東 京 書 籍 『 精 選 現 代 文 B』  『 現 代 文 長 文 記 述 問 題 集 ― 読 解 力 習 得 編 』 （ い い ず な 書 店 ）  

 

年間指導目標  

１ 年 次 の 学 習 内 容 に 基 づ き 、よ り 難 解 な 評 論 や 小 説 を 読 み 解 く 力 を 身 に 付 け る 。問 題 演 習 を 通 し 、入 試 に 必 要 な 読 解 力

も 養 う 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  評 論「 世 界 を つ く り 替 え る た め に

」  

評 論 「 ミ ロ の ヴ ィ ー ナ ス 」  

 

○ 詩 歌 の 表 現 上 の 特 色 を 理 解 し 、

言 葉 の 響 き を 味 わ う こ と で ､韻 文

と し て の 特 徴 を 理 解 す る 。  

◇ 評 論 文 や 随 筆 を 読 ん で ､筆 者 の

着 眼 点 や 論 理 展 開 を 正 確 に 把 握

す る ｡ま た 、文 中 に  提 起 さ れ て い

る 抽 象 度 の 高 い 問 題 に つ い て も

関 心 を 持 ち ､自 ら 考 え る こ と で 思

考 力 を 養 う ｡  

 
 

後半  
 
 

◆ 小 説 の 読 解  

 

 

 

 

 

◇ 評 論 の 読 解  

小 説 「 山 月 記 」  

 

 

 

 

 

評 論 「 相 手 依 存 の 自 己 規 定 」  

◆ 描 か れ た 場 所 ・ 状 況 ､作 中 人 物

の 心 理 等 小 説 を 的 確 に 読 み 取 り 、

読 む 楽 し さ を 実 感 さ せ る ｡小 説 の

読 解 に よ り ､描 か れ た 人 生 の 真 実

や 人 間 の 生 き 方 に つ い て 考 え る

姿 勢 を 持 つ 。  

◇ 筆 者 の 視 点 を 知 る こ と で 、物 事

の 多 角 的 な 見 方 を 養 い 、新 た な 思

考 力 を 養 う 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

 

○ 詩 歌 の 鑑 賞  

評 論 「 消 費 さ れ る ス ポ ー ツ 」  

 

 

詩 「 見 え な い 季 節 」  

詩 「 竹 」  

 

◇ 評 論 文 の 論 理 的 読 解 の 定 着 を

意 図 し 、論 理 の 的 確 な 把 握 に よ る

趣 旨 の 読 解 力 を 磨 く 。  

○ 詩 歌 の 表 現 上 の 特 色 を 理 解 し 、

言 葉 の 響 き を 味 わ う こ と で ､韻 文

と し て の 特 徴 を 理 解 す る 。詩 歌 の

表 現 内 容 の 理 解 か ら 主 題 の 読 解

へ ､更 に 鑑 賞 へ と 発 展 さ せ る 。  

 
 

後半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

 

◆ 小 説 の 読 解  

 

評 論 「 日 本 人 の 美 意 識 」  

 

 

小 説 「 蠅 」  

 

◇ 評 論 の 読 解 を 通 し て 筆 者 の 着

眼 点 や 論 理 展 開 を た ど り 、主 旨 を

的 確 に 把 握 す る 力 を 養 う 。  

◆ 近 代 文 学 の 代 表 的 作 品 を 読 み 、

そ の 優 れ た 表 現 を 味 わ い 、小 説 を

読 む 楽 し さ を 実 感 さ せ る 。  

 
３学期  

 

 
 
 

 

◇ 評 論 の 読 解  

 

評 論 「 「 で あ る 」 こ と と 「 す る 」

こ と 」  

◇ 難 解 な 用 語 等 を 含 め た １ 年 間

の 総 復 習 を 行 い 、正 確 な 論 理 展 開

の 把 握 と 趣 旨 を 読 解 す る 力 を 身

に 付 け る 。  

 

 
 

評価方法  
 
 

・ １ 学 期 、 ２ 学 期 は 第 １ 次 と 第 ２ 次 試 験 の 平 均 で 、 ３ 学 期 は 学 年 末 試 験 一 回 で 、 そ れ ぞ れ 平 常 点 を 加

味 し て 評 価 し ま す 。  

 
 

学習方法  
 
 

・ 評 論 に 関 し て は 難 解 な 表 現 や 複 雑 な 論 理 展 開 の 文 章 を 読 む こ と に 慣 れ 、 文 意 を 正 確 に 押 さ え る こ と

を 中 心 と し て 学 習 し て い き ま す 。 小 説 も 同 様 に 内 容 を 正 確 に 読 み 進 め な が ら 、 登 場 人 物 の 心 情 や 情 景

描 写 に も 着 目 し て 読 む こ と で 、 主 題 の 把 握 を 目 指 し ま す 。 更 に は 読 み 味 わ う こ と も 大 事 に し て い き ま

す 。  

 
 

注意事項  
 
 

思 考 は 言 葉 に よ っ て な さ れ ま す 。 従 っ て 、 語 彙 の 正 確 な 理 解 と 、 「 何 が 、 ど う で あ る 」 と い う 事 柄 の

確 実 な 把 握 は 非 常 に 重 要 で す 。 そ こ に 論 理 性 が 加 わ る こ と で 思 考 力 が 磨 か れ ま す 。 そ の 観 点 か ら 国 語

の 授 業 で は 、 授 業 の 対 象 と な っ て い る 事 柄 に 対 し 、 そ の 関 連 や 比 較 ・ 対 応 な ど の 関 係 を 理 解 す る よ う

常 に 頭 を 働 か せ る 、 積 極 的 な 授 業 参 加 を 大 事 に し て く だ さ い 。 な お 、 授 業 作 品 は 繰 り 返 し 読 む こ と が

必 要 で す 。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

短期の場合は、その時に学習している単元、次に取り組む単元の予習復習をノートにして提出しましょう。長期の場

合はＨＰで連絡します。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  高 校 ２ 年  日 大 進 学 ク ラ ス  国 語  古 典  ３  

教科書  補助教材  

東 京 書 籍 『 精 選 古 典 Ｂ 』  

① 浜 島 書 店 『 例 文 に よ る  漢 文 の 習 得 』  

② い い ず な 書 店 『 よ む ナ ビ 漢 文 』  

③ 東 京 書 籍 『 新 精 選 古 典 文 法 』 ※ 前 年 度 購 入  

④ い い ず な 書 店 『 わ か る ・ 読 め る ・ 解 け る  古 文 単 語 ３ ３ ０ 』 ※ 前 年 度 購 入  

 

年間指導目標  

１ 年 次 「 国 語 総 合 」 で 学 習 し た 古 典 文 法 や 漢 文 の 句 法 、 古 文 単 語 や 漢 文 語 彙 な ど の 読 解 基 礎 力 の 定 着 を 図 る 。  

古 文 に お い て は 敬 語 法 や 他 の 文 法 事 項 を 新 た に 学 習 し 、 読 解 力 の 向 上 を め ざ す と と も に 古 文 単 語 テ ス ト を 毎 週 実 施 し 、

読 解 力 や 語 彙 力 の 向 上 を 目 指 す 。  

漢 文 に お い て は １ 年 次 に 学 習 し た 句 法 の 定 着 を 図 り 、 新 た に 学 習 す る 句 法 と と も に 読 解 の 基 礎 を 完 成 さ せ る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  

１学期  

前半  

○物 語 『 伊 勢 物 語 』  

   「 初 冠 」 「 す け る 物 思 い 」  

『 大 和 物 語 』  

   「 姨 捨 」  

 

 

 

●再 読 文 字 『 三 国 志 』  

 

●否 定 形  『 孟 子 』  

○用 言 の 活 用 （ 復 習 ）  

 

○助 動 詞 の 活 用 ・ 口 語 訳 （ 復 習 ）  

 

○物 語 文 学 史  

○古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●再 読 文 字 の 復 習  

 

●否 定 形 の 復 習  

○基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で 出 題 さ

れ る 用 言 の 復 習 を 徹 底 す る  

○助 動 詞 の 活 用 を 復 習 し 、 逐 語 訳

に よ る 読 解 が で き る よ う す る  

○物 語 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○１ 年 次 に 続 く 語 彙 の 増 強  

●再 読 文 字 の 書 き 下 し と 口 語 訳 に

つ い て 復 習 す る  

●否 定 形 の 基 本 か ら 二 重 否 定 な ど

の 応 用 ま で を 復 習 す る  

後半  

○随 筆 『 枕 草 子 』  

   「 中 納 言 参 給 ひ て 」  

 

『 徒 然 草 』  

「 家 居 の つ き づ き し く 」  

 

 

●使 役 形 『 三 国 志 』  

●受 身 形 『 史 記 』  

○用 言 の 活 用 （ 復 習 ）  

 

 

○助 動 詞 の 活 用 ・ 口 語 訳 （ 復 習 ）  

 

○随 筆 文 学 史  

○古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●使 役 形 の 復 習  

●受 身 形 の 復 習  

○用 言 の 活 用 に つ い て 復 習 し 、 活

用 形 班 別 に よ り 紛 ら わ し い 語

の 識 別 が で き る よ う に す る  

○判 別 し た 助 動 詞 の 意 味 か ら 口 語

訳 が 作 成 で き る よ う に す る  

○随 筆 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○語 彙 の 増 強  

●使 役 形 ・ 受 身 形 の 基 本 的 な 形 を

学 び 、 書 き 下 し や 口 語 訳 が で き

る よ う に す る  

２学期  

前半  

○日 記 『 更 級 日 記 』  

「 物 語 」  

 

 

 

 

●疑 問 形 ・ 反 語 形  

『 史 記 』 『 韓 非 子 』  

○敬 語 法 の 学 習  

（ 敬 語 の 種 類 と 敬 意 の 方 向 ）  

 

 

○日 記 文 学 史  

○古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●疑 問 形 の 復 習  

●反 語 形 の 復 習  

○敬 語 法 の 基 本 を 学 習 す る  

○登 場 人 物 間 に 身 分 の 差 が あ り 、

敬 語 の 使 わ れ 方 に よ っ て 主 語

が 特 定 で き る こ と な ど を 学 ぶ  

○日 記 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○語 彙 の 増 強  

● 疑 問 形 ・ 反 語 形 の 基 本 的 な 形 を

学 び 、書 き 下 し や 口 語 訳 が で き

る よ う に す る  

後半  

○物 語 『 大 鏡 』  

     「 道 長 、 伊 周 の 競 射 」  

 

 

●比 較 形 ・ 選 択 形 『 論 語 』  

○敬 語 法 の 学 習  

 （ 最 高 敬 語 、 二 方 面 敬 意 ）  

○ 歴 史 物 語 文 学 史  

○ 古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●比 較 形 の 学 習  

●選 択 形 の 学 習  

○敬 語 法 の 応 用 と し て 最 高 敬 語 と

二 方 面 敬 意 に つ い て 学 習 す る  

○歴 史 物 語 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○語 彙 の 増 強  

● 比 較 形 ・ 選 択 形 の 基 本 的 な 形 を

学 び 、書 き 下 し や 口 語 訳 が で き

る よ う に す る  

３学期  

 
 
 
 
 
 
 

○物 語 『 源 氏 物 語 』  

   「 光 源 氏 の 誕 生 」  

 

 

 

●仮 定 形 『 蒙 求 』  

○敬 語 法 の 学 習 （ 復 習 含 む ）  

（ 敬 語 の 種 類 、 敬 意 の 方 向 、 最 高

敬 語 、 二 方 面 敬 意 、 絶 対 敬 語 ）  

○物 語 文 学 史 （ 復 習 ）  

○ 古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●仮 定 形 の 学 習  

○敬 語 の 基 本 か ら 応 用 ま で を 総 括

的 に 復 習 し 、 対 象 が 特 定 さ れ る

絶 対 敬 語 に つ い て 学 習 す る  

○物 語 文 学 の 歴 史 を 復 習 す る  

○語 彙 の 増 強  

● 仮 定 形 の 基 本 的 な 形 を 学 び 、書

き 下 し や 口 語 訳 が で き る よ う

に す る  

 

評価方法  
１ ・ ２ 学 期 は ２ 回 の 定 期 試 験 の 平 均 点 と 平 常 点 、 ３ 学 期 は 学 年 末 試 験 の 得 点 と 平 常 点 の 合 計 。 前 年 度

春 期 休 業 課 題 は １ 学 期 、 夏 期 休 業 課 題 は ２ 学 期 、 冬 期 休 業 課 題 は ３ 学 期 の 平 常 点 と し て 加 味 す る 。  

学習方法  

古 文 は １ 年 次 で 学 習 し た 基 本 的 な 文 法 事 項 を 用 い て 文 章 を 読 解 し て い く こ と を 基 本 と し て 進 め る 。 基

本 知 識 の 不 足 が 見 ら れ る 生 徒 に は 補 習 等 を 用 い て 内 容 の 徹 底 を 図 る 。 ま た 、 新 た に 敬 語 法 を 学 習 す る

こ と で 複 雑 な 文 章 の 読 解 に も 挑 戦 し て い く 。  

漢 文 は １ 年 次 で 概 観 し た 句 法 の 基 本 を 復 習 し 、 今 年 度 は 新 た な 句 法 に つ い て も 学 習 す る 。 特 に 基 本 的

な 句 形 に つ い て は 決 ま っ た 形 式 を 覚 え 、 読 解 を し て い く た め の 基 礎 固 め を 徹 底 す る 。  

注意事項  こ れ ま で に 学 ん だ 知 識 を 使 い 、 初 見 の 文 章 の 読 解 が で き る よ う に な る こ と を 意 識 す る 。  

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

短 期 間 の 場 合 は 、 そ の 直 前 に 学 習 し て い た 単 元 の 復 習 と 次 に 学 習 す る 単 元 の 予 習 を 自 分 で 進 め て 、 臨

時 休 校 期 間 終 了 後 に ノ ー ト を 提 出 す る こ と 。  

長 期 間 の 場 合 は 、 別 途 学 校 ホ ー ム ペ ー ジ に て 連 絡 を 行 う 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  高 校 ２ 年  難 関 大 進 学 ク ラ ス  国 語  古 典  ３  

教科書  補助教材  

東 京 書 籍 『 精 選 古 典 Ｂ 』  

① 浜 島 書 店 『 漢 文 の 習 得 』  

② 啓 隆 社 『 読 解 ト レ ー ニ ン グ  古 典 の 演 習 ２ 〈 標 準 編 〉 』  

③ 浜 島 書 店 『 LT漢 文  LT標 準 』  

④ 東 京 書 籍 『 新 精 選 古 典 文 法 』 ※ 前 年 度 購 入  

⑤ い い ず な 書 店 『 わ か る ・ 読 め る ・ 解 け る  古 文 単 語 ３ ３ ０ 』 ※ 前 年 度 購 入  

 

年間指導目標  

１ 年 次 「 国 語 総 合 」 で 学 習 し た 古 典 文 法 や 漢 文 の 句 法 、 古 文 単 語 や 漢 文 語 彙 な ど の 読 解 基 礎 力 を も と に 演 習 問 題 に 取

り 組 み 解 答 力 の ア ッ プ を 図 る 。  

古 文 に お い て は 敬 語 法 や 他 の 文 法 事 項 を 新 た に 学 習 し 、 読 解 力 の 向 上 を め ざ す と と も に 古 文 単 語 テ ス ト を 毎 週 実 施 し

、 読 解 力 や 語 彙 力 の 向 上 を 目 指 す 。  

漢 文 に お い て は １ 年 次 に 学 習 し た 句 法 の 定 着 を 確 認 し 、 新 た に 学 習 す る 句 法 と と も に 読 解 の 基 礎 を 完 成 さ せ る 。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  

１学期  

前半  

○物 語 『 伊 勢 物 語 』  

   「 初 冠 」  

「 す け る 物 思 い 」  

『 大 和 物 語 』  

   「 姨 捨 」  

 

 

●再 読 文 字 『 三 国 志 』  

 

●否 定 形  『 孟 子 』  

○用 言 の 活 用 （ 復 習 ）  

 

○助 動 詞 の 活 用 ・ 口 語 訳 （ 復 習 ）  

 

○物 語 文 学 史  

○古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●再 読 文 字 の 復 習  

 

●否 定 形 の 復 習  

○基 礎 学 力 到 達 度 テ ス ト で 出 題 さ

れ る 用 言 の 復 習 を 徹 底 す る  

○助 動 詞 の 活 用 を 復 習 し 、 逐 語 訳

に よ る 読 解 が で き る よ う す る  

○物 語 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○１ 年 次 に 続 く 語 彙 の 増 強  

●再 読 文 字 の 書 き 下 し と 口 語 訳 に

つ い て 復 習 す る  

●否 定 形 の 基 本 か ら 二 重 否 定 な ど

の 応 用 ま で を 復 習 す る  

後半  

○随 筆 『 枕 草 子 』  

   「 中 納 言 参 給 ひ て 」  

 

『 徒 然 草 』  

「 家 居 の つ き づ き し く 」  

 

 

●使 役 形 『 三 国 志 』  

●受 身 形 『 史 記 』  

○用 言 の 活 用 （ 復 習 ）  

 

 

○助 動 詞 の 活 用 ・ 口 語 訳 （ 復 習 ）  

 

○随 筆 文 学 史  

○古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●使 役 形 の 復 習  

●受 身 形 の 復 習  

○用 言 の 活 用 に つ い て 復 習 し 、 活

用 形 班 別 に よ り 紛 ら わ し い 語

の 識 別 が で き る よ う に す る  

○判 別 し た 助 動 詞 の 意 味 か ら 口 語

訳 が 作 成 で き る よ う に す る  

○随 筆 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○語 彙 の 増 強  

●使 役 形 ・ 受 身 形 の 基 本 的 な 形 を

学 び 、 書 き 下 し や 口 語 訳 が で

き る よ う に す る  

２学期  

前半  

○日 記 『 更 級 日 記 』  

「 物 語 」  

 

 

 

 

●疑 問 形 ・ 反 語 形  

『 史 記 』 『 韓 非 子 』  

○敬 語 法 の 学 習  

（ 敬 語 の 種 類 と 敬 意 の 方 向 ）  

 

 

○日 記 文 学 史  

○古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●疑 問 形 の 復 習  

●反 語 形 の 復 習  

○敬 語 法 の 基 本 を 学 習 す る  

○登 場 人 物 間 に 身 分 の 差 が あ り 、

敬 語 の 使 わ れ 方 に よ っ て 主 語

が 特 定 で き る こ と な ど を 学 ぶ  

○日 記 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○語 彙 の 増 強  

● 疑 問 形 ・ 反 語 形 の 基 本 的 な 形

を 学 び 、 書 き 下 し や 口 語 訳 が

で き る よ う に す る  

後半  

○物 語 『 大 鏡 』  

   「 道 長 、 伊 周 の 競 射 」  

 

 

●比 較 形 ・ 選 択 形 『 論 語 』  

○敬 語 法 の 学 習  

 （ 最 高 敬 語 、 二 方 面 敬 意 ）  

○ 歴 史 物 語 文 学 史  

○ 古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●比 較 形 の 学 習  

●選 択 形 の 学 習  

○敬 語 法 の 応 用 と し て 最 高 敬 語 と

二 方 面 敬 意 に つ い て 学 習 す る  

○歴 史 物 語 文 学 の 歴 史 を 学 ぶ  

○語 彙 の 増 強  

● 比 較 形 ・ 選 択 形 の 基 本 的 な 形

を 学 び 、 書 き 下 し や 口 語 訳 が

で き る よ う に す る  

３学期  

 
 
 
 
 
 
 

○物 語 『 源 氏 物 語 』  

   「 光 源 氏 の 誕 生 」  

 

 

 

●仮 定 形 『 蒙 求 』  

○敬 語 法 の 学 習 （ 復 習 含 む ）  

（ 敬 語 の 種 類 、 敬 意 の 方 向 、 最

高 敬 語 、 二 方 面 敬 意 、 絶 対 敬 語

）  

○物 語 文 学 史 （ 復 習 ）  

○ 古 文 単 語 小 テ ス ト （ 週 １ 回 ）  

●仮 定 形 の 学 習  

○敬 語 の 基 本 か ら 応 用 ま で を 総 括

的 に 復 習 し 、 対 象 が 特 定 さ れ

る 絶 対 敬 語 に つ い て 学 習 す る  

○物 語 文 学 の 歴 史 を 復 習 す る  

○語 彙 の 増 強  

● 仮 定 形 の 基 本 的 な 形 を 学 び 、

書 き 下 し や 口 語 訳 が で き る よ

う に す る  

 

評価方法  
１ ・ ２ 学 期 は ２ 回 の 定 期 試 験 の 平 均 点 と 平 常 点 、 ３ 学 期 は 学 年 末 試 験 の 得 点 と 平 常 点 の 合 計 。 前 年 度

春 期 休 業 課 題 は １ 学 期 、 夏 期 休 業 課 題 は ２ 学 期 、 冬 期 休 業 課 題 は ３ 学 期 の 平 常 点 と し て 加 味 す る 。  

学習方法  

古 文 は １ 年 次 で 学 習 し た 基 本 的 な 文 法 事 項 を 用 い て 文 章 を 読 解 し て い く こ と を 基 本 と し て 進 め る 。 基

本 知 識 の 不 足 が 見 ら れ る 生 徒 に は 補 習 等 を 用 い て 内 容 の 徹 底 を 図 る 。 ま た 、 新 た に 敬 語 法 を 学 習 す る

こ と で 複 雑 な 文 章 の 読 解 に も 挑 戦 し て い く 。  

漢 文 は １ 年 次 で 概 観 し た 句 法 の 基 本 を 復 習 し 、 今 年 度 は 新 た な 句 法 に つ い て も 学 習 す る 。 特 に 基 本 的

な 句 形 に つ い て は 決 ま っ た 形 式 を 覚 え 、 読 解 を し て い く た め の 基 礎 固 め を 徹 底 す る 。  

注意事項  こ れ ま で に 学 ん だ 知 識 を 使 い 、 初 見 の 文 章 の 読 解 が で き る よ う に な る こ と を 意 識 す る 。  

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

短 期 間 の 場 合 は 、 そ の 直 前 に 学 習 し て い た 単 元 の 復 習 と 次 に 学 習 す る 単 元 の 予 習 を 自 分 で 進 め て 、 臨

時 休 校 期 間 終 了 後 に ノ ー ト を 提 出 す る こ と 。  

長 期 間 の 場 合 は 、 別 途 学 校 ホ ー ム ペ ー ジ に て 連 絡 を 行 う 。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  
２ ０ １ ９ 年 度  高 校 ３ 年  日 大 進 学 ク ラ ス  国 語  現 代 文  ３  

教科書  補助教材  
東 京 書 籍 『 精 選  現 代 文 B』  

 

数 研 出 版 『 マ ー ク 演 習 現 代 文 』  

 

年間指導目標  

 

２ 年 次 の 学 習 内 容 に 基 づ き 、 基 礎 学 力 テ ス ト に 対 応 で き る 読 解 力 を 身 に 付 け る 。  

 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

 

 

◆ 問 題 演 習  

１ 評 論 １  

『 言 語 と 記 号 』  

３ 評 論 ２  

『 鏡 の 中 の 現 代 社 会 』  

基 礎 学 力 テ ス ト 対 策 と し て の 問

題 演 習  

◇ よ り 難 解 な 評 論 文 を 読 み ､筆 者

の 着 眼 点 や 論 理  

展 開 を 正 確 に 把 握 す る ｡ま た 、 文

中 で 扱 わ れ る 抽 象  

度 の 高 い 話 題 に つ い て も 関 心 を

持 ち 、 考 え る こ と で  

さ ら な る 論 理 的 思 考 力 を 養 う 。  

◆ 実 践 問 題 に 取 り 組 み 、 入 試 レ

ベ ル で 扱 わ れ る 内 容  

や 設 問 の 形 式 に 慣 れ 、 得 点 力 の

基 礎 を 涵 養 す る 。  

 
 

後半  
 
 

◆ 問 題 演 習  基 礎 学 力 テ ス ト 対 策 と し て の 問

題 演 習  

◆ 実 践 問 題 に 取 り 組 み 、 入 試 レ

ベ ル で 扱 わ れ る 内 容  

や 設 問 の 形 式 に 慣 れ 、 得 点 力 の

基 礎 を 涵 養 す る 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◆ 問 題 演 習  

 

◇ 評 論 の 読 解  

基 礎 学 力 テ ス ト 対 策 と し て の 問

題 演 習  

 

５ 評 論 ３  

『 平 気 ― 正 岡 子 規 』  

２ 小 説 １  

『 檸 檬 』  

◆ セ ン タ ー 試 験 形 式 の 客 観 問 題

に 慣 れ 、 基 礎 学 力  

到 達 度 テ ス ト へ の 対 策 の 一 環 と

す る 。 ま た 、 客 観 問 題  

の 選 択 肢 の 選 び 方 な ど に つ い て

も 学 ば せ る 。  

◇ 評 論 文 を 読 み ､筆 者 の 着 眼 点 や

論 理 を 把 握 す る 。 文 中 で 扱 わ れ

る 抽 象 度 の 高 い 話 題 へ の 関 心 を

深 め 、 文 学 的 文 章 に も 触 れ 、 登

場 人 物 の 心 情 を 理 解 す る 。  

 
後半  

 
 

◇ 評 論 の 読 解  ７ 評 論 ４  

『 他 者 の 声  実 在 の 声 』  

◇ 評 論 文 を 読 み ､筆 者 の 着 眼 点 や

論 理 を 把 握 し 、 哲 学 的 な 思 考 の

方 法 に 理 解 を 深 め る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

卒 業 前 教 育  日 本 大 学 卒 業 前 教 育 用 オ リ ジ ナ

ル テ キ ス ト 他  

３ 年 間 の 復 習 を 含 め 、 総 合 的 な

学 力 を 養 う 。  

 

 
評価方法  

 

定 期 試 験 の 得 点 に 平 常 点 を 加 味 し て 評 価 す る 。    

 
学習方法  

 

評 論 を 中 心 と し て 扱 い 、 そ の 内 容 と し て 複 雑 な 論 理 展 開 や 、 難 解 な 語 句 を 含 む 文 章 を 読 む 力 を 完 成 さ

せ 、 論 旨 を 明 確 に 理 解 す る 着 目 点 に つ い て 集 中 的 に 学 習 し て い き ま す 。    

 
 

注意事項  
 
 

２ 年 次 よ り も 難 解 な 内 容 を 扱 う た め 、 授 業 中 は 常 に 内 容 に 対 し て 頭 を 働 か せ る よ う 意 識 し て く だ さ い

。 ま た 、 語 彙 の 正 確 な 理 解 と 、 そ の 論 理 関 係 を 確 実 に 把 握 し て お く こ と は 非 常 に 重 要 で す 。 さ ら に は

、 授 業 前 の 準 備 と し て 内 容 に 触 れ て お く こ と 、 授 業 後 に 内 容 を 振 り 返 っ て お く こ と を 習 慣 化 し て く だ

さ い 。 扱 う 作 品 は 繰 り 返 し 読 む 必 要 が あ り ま す 。    

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

短 期 の 場 合 は 、 そ の 時 に 学 習 し て い る 単 元 、 次 に 取 り 組 む 単 元 の 予 習 復 習 を ノ ー ト に し て 提 出 し ま し

ょ う 。 長 期 の 場 合 は Ｈ Ｐ で 連 絡 し ま す 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  
２ ０ １ ９ 年 度  高 校 ３ 年  難 関 大 進 学 ク ラ ス  国 語  現 代 文  ３  

教科書  補助教材  
東 京 書 籍 『 精 選  現 代 文 B』  い い ず な 書 店 『 改 訂 版 セ ン タ ー 試 験 演 習  現 代 文 』    

 

 

年間指導目標  

 

２ 年 次 の 学 習 内 容 に 基 づ き 、 難 関 大 の 入 試 に も 対 応 で き る 読 解 力 を 身 に 付 け る 。    

  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◇ 評 論 の 読 解  

 

 

 

◆ 問 題 演 習  

１ 評 論 １  「 言 語 と 記 号 」  

 

４ 随 想  「 ク レ ー ル と い う 女 」  

 

評 論 ２  「 鏡 の 中 の 現 代 社 会 」  

入 試 問 題 演 習 ①  

◇ よ り 難 解 な 評 論 文 を 読 み ､筆 者

の 着 眼 点 や 論 理 展 開 を 正 確 に 把

握 す る ｡ま た 、 文 中 で 扱 わ れ る 抽

象 度 の 高 い 話 題 に つ い て も 関 心

を 持 ち 、 自 ら の 考 え を  

文 章 と し て ま と め る 要 約 力 を 完

成 さ せ る 。  

◇ 筆 者 の 視 点 を 知 る こ と で 、 物

事 の 多 角 的 な 見 方 を 養 い 、 新 た

な 思 考 力 を 養 う 。  

 
 

後半  
 
 

◆ 問 題 演 習  ９ 評 論 ５  「 抗 争 す る 人 間 」  

 

 

評 論 ４  「 他 者 の 声  実 在 の 声 」  

 

入 試 問 題 演 習 ②  

 

◇ 評 論 文 の 論 理 的 読 解 の 完 成 を

め ざ し 、 論 理 の 的 確 な 把 握 に よ

っ て 論 旨 を 理 解 す る 読 解 力 を 養

う 。  

◇ 評 論 文 の 読 解 を 通 し て 筆 者 の

着 眼 点 や 論 理 展 開 を た ど り 、 論

旨 を 的 確 に 把 握 、 説 明 す る 力 を

養 う 。  

◆ 実 践 問 題 に 取 り 組 み 、 入 試 レ

ベ ル で 扱 わ れ る 内 容  

や 設 問 の 内 容 に つ い て の 周 辺 知

識 に つ い て も 学 ぶ 。  

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

◆ 問 題 演 習 ②  入 試 問 題 演 習 ③  ◆ １ 学 期 に 身 に つ け た 読 解 の 基

礎 を 用 い て 設 問 に  

対 す る 回 答 を 作 成 し 、 解 説 を 読

ん で 誤 り に つ い て 検  

討 で き る 批 判 的 読 み を 身 に つ け

さ せ る 。  

◆ セ ン タ ー 試 験 形 式 の 客 観 問 題

に 慣 れ 、 対 策 の 一 環  

と す る 。 ま た 、 客 観 問 題 の 選 択

肢 の 選 定 方 法 に つ い て も 学 ば せ

る 。  

 
 

後半  
 
 

◆ 問 題 演 習 ③  入 試 問 題 演 習 ③  ◆ 難 関 私 大 で 出 題 さ れ る 内 容 に

触 れ 、 そ の 形 式 や 答 案 作 成 、 選

択 肢 選 定 の 要 点 に つ い て も 読 解

法 と 併 せ て 身 に つ け さ せ る 。  

◆ 多 く の 問 題 に 触 れ る と と も に

、 そ の 周 辺 知 識 に つ い て も 整 理

し 、 同 様 の 内 容 が 出 題 さ れ た と

き の 対 策 と す る 。  

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◆ 入 試 直 前 授 業  入 試 問 題 演 習 ④  ◆ 大 学 入 試 の 過 去 問 題 に 取 り 組

み 、 内 容 把 握 ・ 確 認  

と と も に 、 答 案 作 成 へ の 実 践 力

を 完 成 さ せ る 。  

◆ 時 間 配 分 や 、 答 案 作 成 、 選 択

肢 選 択 の 要 点 な ど に  

つ い て 、 本 番 の 試 験 前 に も う 一

度 確 認 し て お く 。  

 

評価方法  定 期 試 験 の 得 点 に 平 常 点 を 加 味 し て 評 価 す る 。    

 
学習方法  

 

入 試 に お い て 中 心 と な る 評 論 を 扱 い 、 複 雑 な 論 理 展 開 や 難 解 な 語 句 を 含 む 文 章 に 対 す る 読 解 力 の 完 成

を 目 指 す 。 ま た 、 問 題 演 習 で は 出 題 者 の 視 点 か ら 、 ど の よ う な 問 題 で ど の よ う な 間 違 い を さ せ よ う と

し て い る か に つ い て も 解 説 し 、 問 題 内 容 に つ い て 俯 瞰 的 な 視 点 を 持 つ 訓 練 も 併 せ て 行 う 。  

注意事項  
 

授 業 は 常 に 入 試 を 意 識 し た も の と し て 進 め る 。 記 述 等 、 対 策 が 必 要 な 者 に 対 し て は 、 要 約 な ど を 課 す

こ と も あ る た め 、 家 庭 学 習 を 心 が け て 授 業 に 臨 ん で も ら い た い 。    

インフルエンザ

等で臨時休校に

なった場合の課

題  

短 期 の 場 合 は 、 そ の 時 に 学 習 し て い る 単 元 、 次 に 取 り 組 む 単 元 の 予 習 復 習 を ノ ー ト に し て 提 出 。 長 期

の 場 合 は Ｈ Ｐ で 連 絡 し ま す 。    

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２０１９年 度  高 校 ３年  日 大 進 学 クラス  国 語  古 典  ３  

教科書  補助教材  

東 京 書 籍 『精 選 古 典 Ｂ』  
第 一 学 習 社 『実 践 型 問 題 集 スタディアーク s t e p 1古 典 』  

いいずな書 店 『わかる・読 める・解 ける  古 文 単 語 3 3 0 』  

 

年間指導目標  

古 文 、漢 文 の基 礎 知 識 を確 認 し、今 まで以 上 に理 解 を深 める。新 たな知 識 を習 得 し、実 践 に役 立 てる。読 解 の練 習 を通 して基 礎 学

力 到 達 度 テストの受 験 に備 える。  

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

○古 文 の問 題 演 習  

 

 

 

 

●漢 文 の問 題 演 習  

○『スタディアーク古典』1～5 

文学史全般  

  

古文単語  

  

●『スタディアーク古典』16～18 

○問題の解き方演習を繰り返して受験に備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学作品を

網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き重要語句を覚える。  

 

●句形の理解、習得と演習により受験に備える。 

 
 

後半  
 
 

○古 文 の問 題 演 習  

 

 

 

 

●漢 文 の問 題 演 習  

○『スタディアーク古典』6～10 

文学史全般  

  

古文単語  

  

●『スタディアーク古典』19～21 

○問題の解き方演習を繰り返して受験に備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学作品を

網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き重要語句を覚える。 

 

●句形の理解、習得と演習により受験に備える。 

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

○古 文 の問 題 演 習  

 

 

 

 

●漢 文 の問 題 演 習  

○『スタディアーク古典』11～15 

文学史全般  

  

古文単語  

 

●スタディアーク古典』22～25 

○問題の解き方演習を繰り返して受験に備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学作品を

網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き重要語句を覚える。 

 

●句形の理解、習得と演習により受験に備える。 

 
 

後半  
 
 

○古 文 の問 題 演 習  

 

 

●漢 文 の問 題 演 習  

○大 鏡 「道長の左遷」 

  

文学史全般  

  

●『桃花源記』 

○古典の読解を通し古典文法を理解、習得する。 

○１，２年次に学習した古典文学作品を網羅的、

系統的に覚える。 

 

●句形の理解、習得を目指す。 

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○●卒業前教育  
○●日本大学卒業前教育用オリ

ジナルテキスト他  

○●３年間の復習も含め、総合的な学力を養う。 

  

  

 

 
評価方法  

 

 

定期試験の得点に平常点を加味して評価する。 

 
学習方法  

 
 

 

一語一語の意味を丹念に調べて理解する。文法を知りしっかり記憶する。その作業を根気よく続け、知識を積み重ねること

が肝心である。また、様々なジャンルの文章をできる限り多く読み、古文漢文に慣れることが重要である。 

 
注意事項  

 
 

 

できる限 り多 くの問 題 に取 り組 むことを通 して、長 文 問 題 に慣 れ、解 答 のスピードを上 げる。得 点 に固 執 せず、演 習

で得 た知 識 の応 用 を意 識 させる。  

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

 

短 期 の場 合 は、次 に取 り組 む単 元 の予 習 復 習 をノートにまとめて提 出 する。長 期 の場 合 はH Pで連 絡 します。  

 



 

年度  学年  コース  教科  科目  単位数  

２ ０ １ ９ 年 度  高 校 3年  難 関 大 進 学 ク ラ ス  国 語  古 典  ３  

教科書  補助教材  

東京書籍『精選古典Ｂ』 
数研出版『大学入試センター試験対策問題集  マーク演習  古典』 

いいずな書店『センター試験演習  古典』 

いいずな書店『わかる・読める・解ける 古文単語 330』    
 

年間指導目標  

古文、漢文の問題演習と通して、大学入試センター試験の受験に備える。 

 

学期  区分  単元  内容  目標・留意点  
 
 
 
 

１学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

○古文の問題演習  

 

 

 

 

 

●漢文の問題演習  

○『マーク演習  古典』 

説話・近世小説・歴史物語・歌論・日記等  

文学史全般  

古文単語  

 

 

●『マーク演習  古典』 

散文・史伝・逸話等  

○問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学

作品を網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き、『古文単語330』か

ら重要語句を指定して覚える。 

●問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

 
 

後半  
 
 

○古文の問題演習  

 

 

 

 

 

●漢文の問題演習  

 

○『マーク演習  古典』 

随筆・軍記・お伽草子・紀行文・作り物語等  

文学史全般  

古文単語  

 

 

●『マーク演習  古典』 

思想・史伝・散文等  

○問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学

作品を網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き、『古文単語330』か

ら重要語句を指定して覚える。 

●問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

 
 
 
 

２学期  
 
 
 
 
 

 
 

前半  
 
 

○古文の問題演習  

 

 

 

 

 

●漢文の問題演習  

○『センター演習古文』古文編  

説話・歌物語・仮名草子・歌文集等  

・擬古物語・随筆  

文学史全般  

古文単語  

 

●『センター演習古文』漢文編１・２・３・４・５・

６ 

史書・随想・詩話・説話・史話・論説  

 

○問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学

作品を網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き、『古文単語330』か

ら重要語句を指定して覚える。 

●問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

 
 

後半  
 
 

○古文の問題演習  

 

 

 

 

 

●漢文の問題演習  

○『センター演習古文』古文編  

作り物語・説話・作り物語・擬古物語・紀行・

軍記等  

文学史全般  

古文単語  

 

●『センター演習古文』漢文編  

史話・論説・思想・史話・評論・詩論等  

 

○問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

○１，２年次に授業で取り上げた古典文学

作品を網羅的、系統的に覚える。 

○１，２年次に引き続き、『古文単語330』か

ら重要語句を指定して覚える。 

●問題の解き方演習を繰り返して受験に

備える。 

 
 
 

３学期  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

○●入試直前授業  

 

○●センター試験・私大入試対策演習  

 

○●入試に備えて、古文・漢文の過去問を

解く。 

 

 
評価方法  

 

 

定期試験の得点に平常点を加味して評価する。 

 
学習方法  

 
 

 

授業１時間あたり大問一題（設問数７～８）に取り組む。20～25分で解答し、授業の残り時間で解説を聞く。 

 
注意事項  

 
 

 

できる限り多くの問題に取り組むことを通して、長文問題に慣れ、解答のスピードを上げる。得点に固執せず、演習で得た知

識の応用を意識させる。 

 

インフルエンザ等

で臨時休校になっ

た場合の課題  

 

 

短期の場合は、次に取り組む単元の予習復習をノートにまとめて提出する。長期の場合はHPで連絡します。 
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